
更新番号①～④用

 専攻建築士制度　更新申請書

様式1 審査・登録更新申請書（誓約書）

様式2 審査・登録更新申請書（一般事項）

様式３ 審査・登録更新申請書（免許取得後30年超の職務経歴）

様式3－１ 審査・登録更新申請書（責任ある立場での実務実績３件)（領域別書式

様式3－２ 更新に係わるＣＰＤ単位緩和申請書

様式4 審査・登録更新申請書（責任ある立場での実務実績・追加用）（領域別

様式5 CPD単位確認書

様式6 審査・登録更新申請書（書類確認書・払込貼付書）

〔附；（参考資料）　CPDプログラム認定申請書（Ｗｏｒｄ）、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼｰﾙ貼付シート〕

         e-mail    info@fukushima-aba.or.jp

受付期間：平成23年2月7日～　２月18日

平成22年度　福島県建築士会

   tel／024-523-1532  fax／024-523-4644

         URL　http://www.fukushima-aba.or.jp/

〒960-8043 福島県福島市中町４番20号　みんゆうビル3階

（社）福島県建築士会 専攻建築士制度運営委員会

（更新2年目）



更 新 申 請 に つ い て

●「専攻建築士　登録更新申請のチェック・フロー」（別紙）で更新型番号を確認していただき

更新条件」等について、規定の遵守等ご同意頂いたものとさせて頂きます。

②免許取得後３０年以上の実務のある特例更新の方（特別認定講習）

番号別必要書類

①一般的な更新の方（ＣＰＤ　６０単位取得）

　　提出書類　　　様式１、２、３-１、（４）、５、６、添付書類

申請に際し、　案内書の記載の「会員倫理規定」「登録者名簿の情報公開」及び「CPD参加義務・

　 Ｗｅｂによるバーコード発行を行ない手帳・貼付シートに貼付の上申請願います。

　　①～④のいずれか該当する番号の書類を提出願います。

　　提出書類　　　様式１、２、３、３-１、（４）、３-２、６、添付書類

●様式６　申請手数料は、郵便局にて備え付けの払込書にて所定口座に振り込み頂き、その「払込証明書」

前回の実績３件が２０年以内の場合は、この書式の提出は省略できます。

　　提出書類　　　様式１、２、３、３-１、（４）、３-２、６、添付書類

③３０年以上の特例更新の方で、特別認定講習を更新日までに提出の方

　　提出書類　　　様式１、２、３-１、（４）、５、６、添付書類

④一般的な更新の方で、不足ＣＰＤ単位や実務を更新日までに提出される方

※　（様式４）　責任ある立場３件の追加申請書について

●ＣＰＤ単位の申告は様式５に記入し、登録済みのものは個人実績表を添付願います。

２０年以前の実績の場合は、様式３－１以外に様式４を用い提出願います。

　　同様に様式３－１、所定ＣＰＤ単位の確認、特別認定講習の受講等免除されます。

書類作成上のご注意

   作成の際、薬品処理を行う為、変色等不都合が生じる場合がございます。

●様式１、２の顔写真２枚は、必ず写真を貼付してください。プリンターで出力されたものは、登録証（カード）

　　(但し、領域毎のＣＰＤ単位の加算や、特別認定講習の複数受講の必要はありません。）

  　のコピーを様式６の所定欄に貼付願います。（原本は貼付しないで下さい。）

●各領域で認定された実務実績免除資格（取得・更新）による更新の方は、規定に基づき新規申請時と

　 なお、手書きによるＣＰＤデータについては、ＣＰＤプログラム申請書を併せて申請頂くか、連合会ＨＰで

●複数領域を申請される方は、専攻領域毎に様式３-1（又は様式４）が必要になります。

　　(Ｗｅｂ登録の研修については、データ登録時に参加を確認できる添付書類が必要です。）



※ 受付№　　　　　　　　　

専攻建築士登録№　　　　　　　　

　私は、専攻建築士制度の登録更新をしたいので、審査・登録の更新を申請をします。

　私は、この審査・登録更新申請書に記入した事項および添付した書類の内容が真実で、かつ正確であることを　

　誓います。　また、（社）日本建築士会連合会「専攻建築士制度」規則並びに「建築士会会員倫理規定」を遵守し、

　建築資格者として常に研鑽を心がけ、自己の業務・行動について責任を負うことを同意します。

なお、この審査・登録更新申請書及び添付書類の内容が事実と相違がある場合

には、登録を取消されても異存ありません。専攻建築士として登録後、上記同意に反した

場合には、　登録を抹消されても異存ありません。　

　

申請者氏名（自署） 印

■現専攻建築登録内容　　　　（有効期限　　　　年　　　月　　　　日）

１．まちづくり専攻建築士

４．環境設備設計専攻建築士

８．教育研究専攻建築士

■更新申請領域内容

※該当する専攻領域に○印を、継続希望の専門分野をご記入下さい。

　なお、平成２２年度より限定表示を必須専門表示分野とさせていただきますので、新専門分野一覧表を

　ご確認いただきご記入下さいますようお願いいたします。

■申請形式をご記入下さい。（登録更新申請フロー図にて、当てはまる項目に○印願います）

平成２２年度　福島県建築士会

専攻建築士審査・登録更新　誓約書　（様式１）

　社団法人　日本建築士会連合会　会長　殿

　社団法人　福島県建築士会　会長　殿

写真欄
縦3.0㎝×横2.4㎝
無帽・無背景・正面
上3分身を写した

証明写真

（裏面に名前記入）

①．実務３件、ＣＰＤ６０単位を満たす方

－

②．30年以上で特別認定講習受講

③．30年以上で更新日までに基準を満たせる方

１．まちづくり専攻建築士

２．設計専攻建築士

３．構造設計専攻建築士

４．環境設備設計専攻建築士

－

④．30年未満で更新日までに基準を満たせる方

５．生産専攻建築士

６．棟梁専攻建築士

７．法令専攻建築士

８．教育研究専攻建築士

専攻領域 専門分野

６．棟梁専攻建築士

７．法令専攻建築士

５．生産専攻建築士

専攻領域 専門分野

－ －

２．設計専攻建築士

３．構造設計専攻建築士

平成　　年　　月撮影

（最近3ｹ月以内のもの）

限定表示



専攻建築士登録更新申請書　（様式2）
※ 受付№ 　　　　　　　　　　

ふりがな 本籍地

都・道

性別 男・女 府・県

現住所

〒 ＴＥＬ ＦＡＸ

勤務先 ※＜勤務先掲載　可　・　不可＞

所属部署 役職

所在地

〒 ＴＥＬ ＦＡＸ

E-mail

卒業年 学校名

学部学科名

その他の学歴
（大学院等）

現在の
業務内容 　　　　１．建築士事務所、２．構造設計事務所、３．設備設計事務所、４．積算事務所、５．ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、

　　　　６．建設業、７．プレハブ住宅業、８．製造業、９．金融／保険業、１０．商業、１１．不動産業

　　　　１２．官公庁、１３．公社・公団等、１４．学校、１５．その他（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　１．構造設計、２．設備設計、３．積算見積、４．調査・鑑定・企画、５．建築設計一般、監理、

　　　　６．工事監理、７．都市計画、８．技能労務（大工など）、９．現場管理、１０．経営、

　　　　１１．営業・販売、１２．試験・研究、１３．維持管理、１４．建材製造・開発、

　　　　１５．代理業務（代願）、１６．行政、１７．教育、１８．その他

他の
所属団体

※申請書に記載された個人情報は、申請に伴う業務（申請・審査にための連絡、結果の送付、登録証の交付及び

　登録証の管理のため）に使用いたします。また、個人情報は、個人情報保護法に基づき、適切に管理いたします。

※名簿等公開拒否欄　公開したくない項目に×印を付けて下さい

勤務先名 勤務先TEL 他所属団体 他資格 建築の考え方 社会活動 HP　URL

氏　名

専攻建築士登録№　 会員№

生年月日 大正・昭和　　　年　　　月　　　日

縦3.0㎝×横2.4㎝
帽・無背景・正面
上3分身を写した

証明写真

（裏面に名前記入）

写真欄

昭和・平成　　　　年　　　　月　　　  日登録

二級・木造（都道府県名　　　　　）№

平成　　年　　月撮影

一級建築士登録番号　   №   　　　    

（最近3ｹ月以内のもの）

（　　　　　　）歳

　　平成　　　 　年　　　月　 　 日合格

昭和・平成　　 　年　　　　月　　　  日登録

最終学歴
昭和 　　　 年 　　　　月

建築士
資格登録

構造設計・設備設計一級建築士　　№ 　　　　　　　　　

　　　　　       年　　　       月 　～　　　　　       年　　              月

職務（　　　　　　　）

職域（　　　　　　　　）　※ 最も主と思われる職域、職務を一つだけ選び、その数字を記入して下さい。

　□一級建築施工管理技士 （登録　　　　　　年） □建築設備士（登録　　　　　　年）

　※以下の資格をお持ちの方は□にチェックを入れ、登録年を記入して下さい。

MAIL

右の該当するも
の各１つを選択
してください

CPD参加者名簿への登録

※専攻建築士名簿は公表することが前提ですがホームページ等に勤務先の掲載を拒否する場合は不可を○で囲んでください。

他建築関連
資格（取得
年）、受賞履
歴・著者論文

等

　□一級電気工事施工管理技士（登録　　　　　　　年）□一級管工事施工管理技士（登録　　　　　　　年）

社会活動

建築（業務）
に関する考え
方・心がけて
いる事



専攻建築士登録№

　　氏　　名

■

項目

項目

項目

項目

項目

■ 士法２２条の２定期講習、士会２２条の４特別認定講習

受講確認

講習受講券、受講証明書又は、テキストの表紙コピーを添付して下さい。

5

業務内容

業務内容

業務内容

4

勤務先名称

就業期間

1

3

勤務先名称

就業期間

職務上の立場

勤務先名称、担当期間等

2

職務上の立場

　　　　年　　　　　月　～　　　　年　　　　　月まで計　　　　　ヶ月

勤務先名称

就業期間

・担当者　　　・責任者（　　　　　　）

業務内容

職務上の立場

　　　　年　　　　　月　～　　　　年　　　　　月まで計　　　　　ヶ月

勤務先名称、担当期間等

業務内容

建築士免許取得時から３０年を超える勤務・職務経歴についてご記入願います。

※現在から過去（免許取得時）まで遡って記入願います。

建築士免許取得後の３０年を超える職務経歴書　　（様式－３）

講習名称：

合計年数

勤務先名称

勤務先名称

就業期間

受講場所：

受講日時：

　　　　年　　　　　月　～　　　　年　　　　　月まで計　　　　　ヶ月

職務上の立場

受講券等コピー
貼り付け

勤務先名称、担当期間等

　　　　年　　　　　月　～　　　　年　　　　　月まで計　　　　　ヶ月就業期間

勤務先名称、担当期間等

・担当者　　　・責任者（　　　　　　）

・担当者　　　・責任者（　　　　　　）

・担当者　　　・責任者（　　　　　　）

勤務先名称、担当期間等

職務上の立場

・担当者　　　・責任者（　　　　　　）

　　　　　　　年　　　　ヶ月

　　　　年　　　　　月　～　　　　年　　　　　月まで計　　　　　ヶ月



注意

1

2

3

業務（プロジェクト）名：

業務（プロジェクト）名：

業務（プロジェクト）名：

□添付可能な写真があれば添付して下さい。

１．１枚に１専攻のみを記入。

２．業務の該当項目に■で塗り潰して下さい。

３．実務実績３件は、登録更新申請時から２０年間遡ることができます。

４．前回申請した実務実績と異なる場合は「様式４」も記入して下さい。

　　　　　　年　　月　　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

ま
ち
づ
く
り

□担当者

2

3

担当期間

担当期間

役割　
■責任ある立場

責任ある立場での実務実績３件申請書（様式３－１　まちづくり）

　　　　　　年　　月　　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

担当期間

氏名

専門分野

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要

役割　
□責任ある立場

■担当者

役割　
□責任ある立場

□開発行為

■担当者

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　年　　月　　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

□区画整理事業

□まちづくり活動

□その他 　　　　

□都市計画

□再開発事業

専門分野名　

□都市計画

□再開発事業

□区画整理事業

□開発行為

□まちづくり活動

□その他 　　　　

□都市計画

□再開発事業

□区画整理事業

□開発行為

□まちづくり活動

□その他 　　　　

専門分野名　

専門分野名　



注意

1

2

3

業務（プロジェクト）名：

業務（プロジェクト）名：

業務（プロジェクト）名：

□添付可能な写真があれば添付して下さい。

１．１枚に１専攻のみを記入。

２．業務の該当項目に■で塗り潰して下さい。

３．実務実績３件は、登録更新申請時から２０年間遡ることができます。

４．前回申請した実務実績と異なる場合は「様式４」も記入して下さい。

□その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□空調設備　　□給排水衛生設備　　□電気設備

□責任ある立場

□担当者

□RC造、　□S造、　□SRC造、　□木造

□責任ある立場

□担当者

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要　

役割　
□責任ある立場

□担当者

役割　

3

担当期間
　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

　　　　　　年　　月　　

氏名

専門分野

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要　

□企画設計　　□基本設計　　□実施設計　　□工事監理　　　　

□空調設備　　□給排水衛生設備　　□電気設備

責任ある立場での実務実績３件申請書（様式３－１　設計・構造・設備）

　　　　　　年　　月　　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

2

担当期間

役割　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

　　　　　　年　　月　　 規模構造 □RC造、　□S造、　□SRC造、　□木造

階　　　数 地上　　　階、　地下　　　階、　延床面積　　　　　　　　　　　　㎡

専門分野名

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要　

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当期間

□企画設計　　□基本設計　　□構造設計　□実施設計　　□工事監理 　　　

※専攻領域に○印願います。

規模構造

□企画設計　　□基本設計　　□実施設計　　□工事監理　　　　

□空調設備　　□給排水衛生設備　　□電気設備

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

階　　　数 地上　　　階、　地下　　　階、　延床面積　　　　　　　　　　　　㎡

専門分野名

□その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

規模構造 □RC造、　□S造、　□SRC造、　□木造

階　　　数 地上　　　階、　地下　　　階、　延床面積　　　　　　　　　　　　㎡

専門分野名

□その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



注意

1

2

3

業務（プロジェクト）名：

業務（プロジェクト）名：

業務（プロジェクト）名：

□添付可能な写真があれば添付して下さい。

※専攻領域に○印願います。

□施工管理（○品質・技術 ○工程 ○コスト ○安全 ○その他[          　 ] )

□施工管理（○品質・技術 ○工程 ○コスト ○安全 ○その他[          　 ] )

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

１．１枚に１専攻のみを記入。

２．業務の該当項目に■で塗り潰して下さい。

３．実務実績３件は、登録更新申請時から２０年間遡ることができます。

４．前回申請した実務実績と異なる場合は「様式４」も記入して下さい。

担当期間
　　　　　　年　　月　　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

役割　

3

担当期間
　　　　　　年　　月　　

□その他

責任ある立場での実務実績３件申請書（様式３－１　生産・棟梁）

2

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要　

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要　

氏名

専攻領域

担当期間
　　　　　　年　　月　　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

役割　

□その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□施工管理（○品質・技術 ○工程 ○コスト ○安全 ○その他[          　 ] )

□RC造、　□S造、　□SRC造、　□木造

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要　

業務内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

業務内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

業務内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□積算　□ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ（PM）　□ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ(CM)

□維持管理業務 □改修・ﾘﾌｫｰﾑ　□診断　

階　　　数

専門分野名

地上　　　階、　地下　　　階、　延床面積　　　　　　　　　　　㎡

規模構造

□積算　□ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ（PM）　□ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ(CM)

□維持管理業務 □改修・ﾘﾌｫｰﾑ　□診断　

□その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

規模構造 □RC造、　□S造、　□SRC造、　□木造

階　　　数 地上　　　階、　地下　　　階、　延床面積　　　　　　　　　　　㎡

専門分野名

□積算　□ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ（PM）　□ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ(CM)

□維持管理業務 □改修・ﾘﾌｫｰﾑ　□診断　

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

規模構造 □RC造、　□S造、　□SRC造、　□木造

階　　　数 地上　　　階、　地下　　　階、　延床面積　　　　　　　　　　　㎡

□責任ある立場

□担当者

□責任ある立場

□担当者

専門分野名役割　
□責任ある立場

□担当者



注意

1

2

3

業務（プロジェクト）名：

業務（プロジェクト）名：

業務（プロジェクト）名：

□添付可能な写真があれば添付して下さい。

法
令

責任ある立場での実務実績３件申請書（様式３－１　法令）

１．１枚に１専攻のみを記入。

２．業務の該当項目に■で塗り潰して下さい。

2

3

　　　　　　年　　月　　

担当期間

担当期間

役割　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要　

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

　　　　　　年　　月　　

　　　　　　年　　月　　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)
担当期間

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□行政支援業務等

□建築相談

氏名

専攻領域

３．実務実績３件は、登録更新申請時から２０年間遡ることができます。

４．前回申請した実務実績と異なる場合は「様式４」も記入して下さい。

専門分野名

□確認検査（　　　件/年）　□性能評価等（　　　　　件）

□その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□確認検査（　　　件/年）　□性能評価等（　　　　　件）

□裁判所支援業務（○調停　○鑑定　）　□民事鑑定

□裁判所支援業務（○調停　○鑑定　）　□民事鑑定

□行政支援業務等

□建築相談 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

専門分野名

□確認検査（　　　件/年）　□性能評価等（　　　　　件）

□裁判所支援業務（○調停　○鑑定　）　□民事鑑定

□行政支援業務等

専門分野名

□責任ある立場

□担当者

□建築相談 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

役割　
□責任ある立場

□担当者

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要　

役割　
□責任ある立場

□担当者



注意

1

2

3

業務（プロジェクト）名：

（講座時間　　　　　分　　　　　　　回/　　　）

業務（プロジェクト）名：

（講座時間　　　　　分　　　　　　　回/　　　）

業務（プロジェクト）名：

（講座時間　　　　　分　　　　　　　回/　　　）

□添付可能な写真があれば添付して下さい。

3

役割　

役割　
□責任ある立場

□担当者

　　　　　　年　　月　　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

□責任ある立場

教
育
研
究

責任ある立場での実務実績３件申請書（様式３－１　教育研究）

氏名

担当期間

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（　１　．修士　　　２　．博士　　）

2

１．１枚に１専攻のみを記入。

　　　　　　年　　月　　

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

　　　　　年　　月(　　　ヶ月)

　　　　　　年　　月　　
担当期間

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当期間

専攻領域

□担当者

□常勤講座

専門分野名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）□その他

□学位論文

□プロジェクト概要

□常勤講座

□研究・調査・開発

□プロジェクト概要

□学位論文 （　１　．修士　　　２　．博士　　）

□その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

専門分野名

□常勤講座

□研究・調査・開発

実務内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□プロジェクト概要

□学位論文 （　１　．修士　　　２　．博士　　）

□その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

専門分野名

役割　
□責任ある立場

□担当者

２．業務の該当項目に■で塗り潰して下さい。

３．実務実績３件は、登録更新申請時から２０年間遡ることができます。

４．前回申請した実務実績と異なる場合は「様式４」も記入願います。

□研究・調査・開発



専攻領域：

氏　　名：

注意：ＣＰＤ単位の緩和の申請、履行誓約をする方のみ提出が必要になります。

１．３０年以上の実務経験を持ち、下記の理由により十分な実績を有していると思えるため。

２．長期にわたり病床にあり、ＣＰＤを実施することが特に困難であったため。

３．各専攻領域において、認定される該当資格の取得、又は更新を行ったため。

一級建築士登録後の概ねの実務従事期間　西暦　　　　　　　年　　　　　月　～　　　　　年　　　　　月（　　年間）

実務の詳細は、様式３にて申請頂きますが、ご自身でＣＰＤ緩和に相当すると思われる程、十分な実

績を有していると考える理由について記述して下さい。(100字程度)

下記欄に書ききれない場合は、適宜用紙を追加し、説明して下さい。資料等の添付も可とします。

ＣＰＤを実施することが特に困難であった

■建築士会継続能力開発(CPD)単位、定期講習・特別認定講習 履修誓約書
私は、専攻建築士制度登録更新に必要なＣＰＤ単位又は、定期講習・特別認定講習
を登録更新日までに履修いたします。

申請者氏名（自署） 印

名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西暦　　　　　年　　　　　月（　取得　・　更新 ）　　　　

平成　　　　年　　　月

専攻建築士制度登録の更新に係わるＣＰＤ単位緩和申請書（様式３－２）

取得又は、更新した当該資格（当該資格者証の写しを添付して下さい。）

病床にあった期間：西暦　　　　　年　　　　　月　～　　　　　年　　　　　月　（　　　年間）

◆上記の３．を選択した場合

◆上記の２．を選択した場合

◆上記の１．を選択した場合

■該当する理由を具体的に記述して下さい。

私は、専攻建築士登録の更新に際し以下の理由によりＣＰＤ単位の緩和を申請いたします。

■ＣＰＤ単位免除の理由（下記より該当する記号を選び、○を付けて下さい。）



まちづくり専攻建築士更新申請用 氏名

（№　　 　）

注意　１．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入して下さい。
　　　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で記入して下さい。
　　　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上記入して下さい。

 プロジェクト名称

 依頼者・ 発注者

 プロジェクト期間 ケ月

 担当期間 ケ月

ha

学術調査・研究

 ※審査 ※認定

 業務の特徴を表す資料貼付欄

（貼り付ける仕様については、制約はありません。データ・紙焼き・コピー等 いずれでも構いません。）

事業の背景・必要性、事業の成果

専門分野
責任ある立場での実務実績（様式４－まち）

ボランティア
 携わった立場

都市計画

その他

再開発事業

まちづくり活動

業務受託

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 実務業務

開発行為

区画整理事業

　　　　年　　　　　　　月

　　　　年　　　　　　　月

　　　年　　　　　　　月　～

　　　年　　　　　　　月　～

 自身が果たした役割

 対象地区の概要

所 在 地

面 積

地 域 特 徴

関 係 団 体 名



設計専攻建築士申請用

（№ 　　   ）

注意　１．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入して下さい。
　　　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で記入して下さい。
　　　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上記入して下さい。

 プロジェクト名称

企画設計 基本設計 構造設計

主な業務種別

 担当期間 ケ月

 担当業務の役割

 所在地

 建築主

 発注者

 施工者名称

 施工者所在地

 構造 ＲＣ造　 Ｓ造 ＳＲＣ造

 敷地面積 ㎡ ㎡

 階数 階 階

 用途

 建築確認 号

 検査済証 号

 写真等貼付欄（貼り付ける仕様については、制約はありません。データ・紙焼き・コピー等、いずれでも構い

 ません。）

 ※審査 ※認定

建築主事

建築主事

自身が担当した業務

 設計（構造・設備）計画上の特徴

地上 地下

　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　年　　　月　　　日

責任ある立場での実務実績 （様式４－設計・構造・設備 ）

　      　年　　　　　月

※専攻領域に○印願います。

氏名

専門分野

工事監理

電気設備

延べ床面積

木造

実施設計

　　     年　　　　　月　～

 業務内容

空調設備 給排水衛生設備

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



生産専攻建築士申請用

（№  　）

注意　１．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入して下さい。
　　　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で記入して下さい。
　　　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上記入して下さい。

 プロジェクト名称

施工管理 工程 コスト 安全

積算 ＣＭ

改修・リフォーム 診断

 業務内容

 担当期間 ケ月

 担当業務の役割

 所在地

 建築主

 設計者名称

 設計者所在地

 構造 ＲＣ造　 ＳＲＣ造

 敷地面積 ㎡ ㎡

 階数 階

 用途

 竣工年月日 年 月 日

 監理技術者名

氏名

限定表示

専門分野

 ※審査 ※認定

技術習得機関名

木造

階

Ｓ造

地上 地下

 写真等貼付欄　（貼り付ける仕様については、制約はありません。データ・紙焼き・コピー等、いずれでも構い ません。）

延べ床面積

 専門分野を確認 できる具体的 業務内容

維持管理業務

その他（　　　　　　　　）

 主な業務種別

責任ある立場での実務実績（様式４－生産　・　棟梁
※専攻領域に○印願います。

品質・技術

ＰＭ

　　     年　　　　　月　～ 　      　年　　　　　月



法令専攻建築士申請用 氏名

（№  　 ）

注意１．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入して下さい。

　　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で記入して下さい。

　　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上記入して下さい。

　　　３．関連資格（建築基準適合判定資格者・検査員・評価員等）に関する証明は、別紙添付して下さい。

 関連資格 建築主事

 担当期間 ケ月

 担当業務の役割

 実務経歴内容

 ※審査 ※認定

裁判所（民事調停委員、民事鑑定委員、民事鑑定人）支援業務

行政（建築工事紛争委員会委員、建築士審査会、建築審査会）支援業務
 主要な業務

　　     年　　　　　月　～ 　      　年　　　　　月

建築士会の建物相談（法令に関する）等の実績

専門分野
責任ある立場での実務実績（様式４－法令）

その他（　　　　　　　　　　　　）建築基準適合判定資格者

確認検査業務 住宅性能評価業務



教育研究専攻建築士申請用 氏名

（№ 　　 ）

 職　　名

常勤講座 （講座時間　　　　　　　　　　分　　　　　　　　　　回/　　　　　　　　　　）

実務経歴機関 ケ月

 実務実績の内容　　（※上記の実務実績の項目ごとに１枚記入して下さい）

 ※審査 ※認定

 実務内容

注意１．この申請書は、記入前にコピーし、実務実績の項目、内容毎に別の申請用紙に№をつけて下さい。

　　　２．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で記入して下さい。

　　　　　なお、専門分野表示を申請する場合は、その専門分野毎に１件以上の実務実績項目と内容を記入して下さい。

研究・調査・開発

プロジェクトの概要

その他

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１、修士 ２、博士学位論文

　　     年　　　　　月　～ 　      　年　　　　　月

責任ある立場での実務実績（様式４－教研）
専門分野



（様式５）　

注意

研修内容 単位数 認定

　1.1

社会貢献活動型

　1.2

情報提供型

　1.3

委員会活動型

　2.2

雑誌記事・連載講座

0

 ／60

※審査欄

合　計

（右に特記事項等記入）

（指定する建築関連記事等につい
ては、10頁あたり1単位。単発の特
集記事は50頁あたり1単位を原則
として、内容により加減。 ）

認定教材
による研修

・日経ｱｰｷﾃｸﾁｬｰ、日経ﾎｰﾑﾋﾞﾙﾀﾞｰ、建築技術、建築知識、
新建築、彰国社の認定講座は個別に単位認定

認定図書
プログラム評議会で個別認定（内容と頁数により、１～５単位で認
定）

３
自
習
型
研
修

　3.1
・会誌、下記雑誌等の認定講座には単位バーコードが
掲載されています。（連続講座は最終号に掲載）

受講時間×１

認定研修以外の講習会、講演
会、
視察旅行等、社内研修等

参加時間×１（目安：一日６単位、２時間未満は２単位）

他講習会、見学
会、社内研修等

（印刷物などの事実を証明できる資料が必要）

・展示会は一律１単位。海外視察は1日2単位／出帰国日は単位認定外

２
参
加
型
研
修

　2.1 特別認定研修（指定講習など） 受講時間×２

認定研修
認定研修（特別認定以外の公益
法人等主催の講習会）

講習会講師、各種講演、論文発
表（論文作成は実務実績）等

活動時間×２

■ＣＰＤ手帳単位 ＣＰＤ手帳又は貼付シートの未登録バーコード単位

■今回プログラム認定申請書で申請するＣＰＤ単位合計

１
活
動
型
研
修

住宅相談、まちづくり活動、応急
危険度判定、行政支援活動、裁判所
調停委員等、住教育支援など

活動時間×２

各種委員会、審査会など
（他団体を含む）

１回（２時間）1単位。

継続能力開発の種別 単位換算方法

■ＣＰＤ個人実績表 データ登録済の単位数…個人実績表を添付して下さい。＜うち実務　　　単位＞

２．この書類では単位申請できません。『ＣＰＤ単位換算表』を参照の上、 氏　　名

別紙「ＣＰＤプログラム認定申請書」にて申請して下さい。 対象期間 　　　年　　月～　　　年　　月

ＣＰＤ単位確認書　※必要単位を満たしていますか。

１．ＣＰＤ単位の集計表です。実務実績免除者以外の方は提出して下さい。 会員番号



申請書類確認書
申請者
ﾁｪｯｸ欄

様式名 登録更新

様式1 顔写真1枚貼付 ①②③④

様式2 顔写真1枚貼付 ①②③④

様式３ ②③

様式3－１ ①②③④

様式3－２ ②③

様式4 （①②③④）

様式5 ①④

様式6 ①②③④

添付書類 （①②③④）

添付書類 （①②③④）

添付書類 （①②③④）

登録更新申請フロー図にて、申請パターン（①～④）をご確認下さい。

■手数料払込内訳 ※該当する箇所に○印を付け、合計金額を記入してください。

　１専攻領域更新申請　16,800円 　※内訳　専攻登録料　6300円＋１領域審査料10500円

　２専攻領域更新申請　27,300円 　（１専攻領域追加毎に10,500円を加算して下さい。）

　３専攻領域更新申請　37,800円

　　　　　「郵便振替払込請求書兼受領証」の写し

　を貼付してください。

振込口座

2．合計金額 　　　

１．申請料

建築士会継続能力開発（CPD）実績証明書

ＣＰＤプログラム申請書（研修・委員会・実務実績）

審査・登録更新申請書（誓約書）

審査・登録更新申請書（一般事項）

審査・登録更新申請書（免許取得後30年超の職務経歴）

審査・登録申請手数料の払込証明書（写し）貼付欄

枚

審査・登録更新申請書（書類確認書・払込貼付書）

他資格者証の写し　(有効期限内のもの)

専攻建築士審査・登録更新申請書　（様式６） 氏名

備考書類名・内容

　　■郵便振替：０2210－4－101886

　　■名　義：　（社）福島県建築士会

審査・登録更新申請書（責任ある立場での実務実績・追加用）（領域別）

円

　資格　　　枚

審査・登録更新申請書（責任ある立場での実務実績３件)（領域別書式）

CPD単位確認書

更新に係わるＣＰＤ単位緩和申請書


